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身体活動運動部会 栄養食生活部会 休養こころの健康部会 タバコ・アルコール部会 歯の健康部会

18年度

19年度

①ウォーキングの有効性、効果の情
報提供：平成8年度から11年度の4
年間で保健連絡員が作成した
「ウォーキングマップ」（16年度修
正）を区画整理等の状況を修正して
各月の15日号広報に特集として12
回掲載。
②若い世代の健康づくりの機会に
提供：健康まつりの催事として「親
子遊びで体力アップ」を実施。

①「朝ごはんたべて能力アップ」リー
フレット作成配布：小学5年生を対象
として朝食を子どもが自分で作るこ
とができるようなリーフレットを作成
し学校等で配布。

①メンタルヘルスセミナーの開催：
「振り向いてください、あなたの職
場、あなたの家庭」と題して市内の
事業所及び市民を対象に開催。

①アルコールについての情報提供：
ホームページに掲載
・アルコールによる影響
・依存症についての相談機関
・未成年、妊婦に及ぼす影響
　

①「８０２０歯っぴースマイル歯磨き
教室を開始：小学4年生を対象に希
望校に対して実施（６校）＝以下毎
年開催

20年度

①ウォーキングの有効性、効果の情
報提供：昨年各月の15日号広報に
特集として12回掲載した内容をベー
スにウォーキングマップの冊子を作
成。

①低栄養防止のための高齢者向け
リーフレット作成配布：保健センター
事業で配布

①こころの相談窓口を整理して一覧
表を作成

①意識啓発を兼ねた女性に対する
アンケート作成：子どもにも多いく影
響すると思われる女性に対する情
報提供。

①全保育園の年長児を対象にフッ
化物洗口の開始：スムーズな実施
に向けた研修会を開催
②高齢者の口腔ケアについての知
識の普及、意識の向上：デイサービ
スの職員を対象とした研修会を開
催
③ヤング健診時にサリバスターテスト
（歯肉からのの出血傾向を見るテス
ト）による意識啓発＝以下毎年実施

21年度

①２０年度作成したウィオーキング
マップの配布、活用。

①メタボリックシンドロームに関する
情報提供：『脱メタボのススメ』として
各月の15日号広報に特集として12
回掲載。

①「こころの相談窓口」パンフレット
を製本し配布(基金)
②うつ自殺対策相談窓口ネットワー
ク会議の開催＝以下毎年開催（Ｈ２
２は実施未）
③メンタルヘルス講演会、シンポジ
ウムの開催

①意識啓発を兼ねた女性に対する
アンケート実施：乳がん子宮がん検
診受診者および親子健康手帳交付
時に実施

①「８０２０歯っぴースマイル歯磨き
教室の評価及び中学生へのアプ
ローチを検討

ウォーキングマップの掲示、配布、
ウォーキング指導、万歩計の貸し出
し

２１年度広報掲載『脱メタボのスス
メ』をまとめ冊子として配布

ｽﾄﾚｽ度測定
こころの相談窓口冊子配布

喫煙が及ぼすからだへの影響への
情報提供（ポスターアンケート）

サリバスターテスト（歯肉からの出
血傾向を見るテスト）による意識啓
発

①働く世代へのウォーキングの普及
啓発：商工会議所会報誌「つつじ」
への記事折込

①親子健康手帳に「朝食の大切さ」
について追加加筆し交付

①講演会開催：夜回り先生（水谷修
先生）による「こころの授業」(基金)

①タバコアルコールについての情報
提供：アンケート結果から認知度の
低かった項目のチラシを作成親子
健康手帳交付時に配布
②「禁煙・分煙マップ」作成：作成に
向けた食品衛生協会小牧市部の協
力でアンケート調査を実施

①市内中学校での健康教育：『１２
歳臼歯』に焦点を当てた事業目的
内容を中学校に周知
②妊婦の歯科検診受診増加に向け
た工夫：親子健康手帳交付時に「無
料歯科健診受診券」として配布

s ①子どもの肥満に対するアプローチ：
小学５年生、中学１年生向けチラシ
の作成

②高齢者の低栄養予防リーフレット
のリニューアル：H20年度作成リーフ
レット内容を見直す。「歯の健康部
会」、「つつじ会」ともコラボ。

①うつ自殺予防啓発：自動車に張
ることができるマグネットを作成して
啓発（巡回バス公用車に掲示）(基
金)
②自己肯定感の醸成：こころのカレ
ンダー作成し、事業主研修で配布
(基金)
③うつ自殺対策相談窓口ネットワー
ク会議の開催
講師：関口純一精神科医(基金)

①「禁煙・分煙マップ」作成：掲載方
法の検討

①市内中学校での健康教育：『１２
歳臼歯』に焦点を当てた健康教育
の実施（１校）
②小学校でのフッ化物洗口事業の
推進に向けた働きかけ：指導主事・
養護教諭を対象とした研修会の実
施
③「糖尿病連携手帳」を活用した歯
周病予防の取り組み：歯科医師会と
医師会の連携＝医師会生涯教育
研修会のテーマに取り上げ開催さ
れた

①幼児親子に対して情報提供：各
児童館発行の「児童館だより」へ年
3回の記事連載

②ウォーキングの普及啓発に向け
て：ウォーキングマップの見直し。骨
密度と運動の関係を調査するため
のアンケート実施。

①子どもの肥満に対するアプローチ：
小学５年生、中学１年生向けチラシ
の配布、配布後の評価についての
検討
→やせの体型の子どももいて健康
課題と考えられることから、今後は
『望ましい体格を知るためのリーフ
レット』として配布。

②20～30歳代の男性の欠食に対
するアプローチ方法やその内容検討

③リーフレット配布やメジャーを利用
した、BMIについての知識の普及啓
発：子ども、学生家族などに会える
機会に直接相談、指導。

④高齢者の低栄養予防リーフレット
の配布：高齢者配食サービス利用
者、民生委員把握の一人暮らし高
齢者(65歳以上)、寿学園等、保健セ
ンター健康教育利用高齢者に配
布。

①うつ自殺予防啓発人材育成：民
生児童員・保健連絡員対象「うつ・
自殺対策ゲートキーパー養成講座」
3日間同日内容実施。合計220人参
加。講師：定森露子臨床心理士(基
金)
・市職員対象「うつ・自殺対策ゲート
キーパー養成講座」実施。89名参
加。講師：愛知医科大古井由美子
臨床心理士(基金)
②うつ自殺予防啓発：うつ・自殺対
策啓発ティッシュを青少年健全育成
支援会議で配布。(基金)
③うつ自殺対策相談窓口ネットワー
ク会議の開催
講師：中村メンタルクリニック院長中
村哲也精神科医(基金)

①「禁煙・分煙マップ」作成：商工会
議所メールマガジン、市のホーム
ページで掲載協力店舗募集。掲載
方法について検討中。
②市内医療機関の禁煙治療実施状
況調査：市内禁煙治療実施医療機
関一覧を作成。市のホームページ
で紹介。

①学童期歯科疾患対策モデル事業
の実施に向けた取り組み：市内小学
校においてモデル校を選定し、フッ
化物洗口及び歯科健康教育を次年
度より実施予定。
②小学校でのフッ化物洗口事業の
推進に向けた働きかけ：校長・教頭・
養護教諭・PTA代表等学校関係者
を対象に「小中学校保健会」で講習
会開催。
③「糖尿病連携手帳」を活用した歯
周病予防の取り組み：歯科医師会と
医師会を対象にアンケート調査を実
施。この結果をもとに、糖尿病重症
化予防対策医科歯科連携システム
を構築予定。　　　　　　　　　　④歯
間部清掃具の普及啓発活動：薬剤
師会を対象にアンケート調査を実
施。この結果をもとに、次年度普及
啓発活動実施予定。
⑤妊婦への周知啓発活動：市内関
係機関・産婦人科・協力店舗におい
てポスター掲示及びチラシを配布
し、普及啓発活動実施。

・健康日２１こまき計画推進部会を立ち上た。
・行政関係機関が、市民の健康づくりに対する取り組みを支援するため、その方策の検討をスタートさせた。

23年度

2４年度

・「産業フェスタ」の会場において意識啓発　・健康福祉フェスティバルｉｎこまきにおいて「けんこうこまき　いきいきプランコーナー」開設

・「産業フェスタ」の会場において意識啓発を開始

22年度

・「産業フェスタ」の会場において意識啓発　・健康福祉フェスティバルｉｎこまきにおいて「けんこうこまき　いきいきプランコーナー」開設



　◎　部　会　推　進　の　状　況
身体活動運動部会 栄養食生活部会 休養こころの健康部会 タバコ・アルコール部会 歯の健康部会

①乳幼児親子に対して情報提供：
各児童館発行の「児童館だより」へ
年2回の記事(親子あそびによりカロ
リー消費について)を掲載

②ウォーキングの普及啓発に向け
て：ウォーキングマップの医療機関
での配布、活用の依頼
児童館等での配布

③ラジオ体操を覚える機会をつくる
体操連盟、スポーツ推進委員等の
団体の現状を調査したり、企業での
事例を聞いたりと、どのような世代
にどんな取り組みが効果的なのか
を検討。
市職員向け自主研修にて、「みんな
の知らないラジオ体操のチカラ」を
企画、開催した。

①『望ましい体格を知るためのリー
フレット』の配布と評価：小学５年
生、中学１年生に配布。１か月後
に、児童、生徒、担任へのアンケー
トを実施
②２０～３０歳代の男性の欠食に対
する意識向上のための啓発活動：
食品衛生組合の講習会時、商工会
議所主催の健康診断時に朝食摂取
を勧めるチラシの配布
③高齢者の低栄養に対する意識向
上のための啓発活動：医師会、歯科
医師会、薬剤師会を通じ、患者、利
用者へ配布。
④リーフレット配布やメジャーを利用
した、BMIについての知識の普及啓
発：産業フェスタ、農業祭で配布。家
族単位での意識向上に活用。
⑤食の環境整備を検討：会社の
食堂、一般飲食店等でのヘルシー
メニュー提供の検討。

①うつ自殺予防啓発人材育成
：保健連絡員対象「うつ・自殺対策
ゲートキーパー養成講座」を2日間
同一内容で実施。講師：24年と同じ
(基金)
職員対象「うつ・自殺対策ゲート
キーパー養成講座・困った、窓口対
応こんなときどうする？」　講師：西
野敏男臨床心理士(基金)
②うつ・自殺予防啓発
：「こころの相談窓口」パンフレット改
訂版3000部作成(配布は26年度よ
り)(基金)
③うつ自殺対策相談窓口ネットワー
ク会議の開催
講師：関口純一精神科医(基金)

（基金）：内閣府　自殺対策緊急強
化基金

①「禁煙・分煙マップ」作成：副流煙
による健康被害を避けるため、禁煙
状況を載せたマップを作成中。以前
作成したものは、禁煙、分煙状況が
あいまいであるため、再度検討。市
民意識調査の中でも、公共施設、
飲食店の禁煙への意識は高まって
おりことが分かった。
②市ホームページの活用：喫煙、飲
酒が健康に及ぼす影響について
ホームページで、情報提供を行って
いる。タバコに関しては、喫煙、受動
喫煙による害についての知名度は
あっがってきており、周囲に配慮し
た喫煙をする方も多くなっている。タ
バコは、年齢が高い方ほど禁煙に
踏み切るのが難しい傾向もあり、若
い世代への禁煙への取り組みを検
討中。

①園児対象う蝕対策普及啓発活動
事業の推進：関係機関及び近隣大
学と連携し、事業実施に向け検討会
開催。
②学童期歯科疾患対策モデル事業
の推進：市内モデル校において、フッ
化物洗口及び意識調査を実施。平
成26年度よりモデル授業を実施予
定。
③小学校でのフッ化物洗口事業の
推進に向けた働きかけ：保健主事・
養護教諭等学校関係者を対象に研
修会を開催し意識の向上を図った。
④「糖尿病連携手帳」を活用した歯
周病予防の取り組み：市内各医療
機関に対し、糖尿病連携手帳を配
布し、医科・歯科連携開始。
⑤歯間部清掃具の普及啓発活動：
薬剤師会と連携し、「イイ歯　スマイ
ル　キャンペーン」と題し、ポスター
掲示及びチラシを配布し、来局者の
意識の向上を図った。
⑥妊婦への歯科健診啓発活動：市
内関係機関・産婦人科・協力店舗に
おいてポスター掲示及びチラシを配
布し、普及啓発活動実施。協力店
舗については昨年度より拡大して実
施。

「産業フェスタ」の会場において、がん検診の啓発を実施（大腸がんのパネル展示、クイズ、がん検診申し込み）

25年度

「健康日本２１こまき計画　健康こまき　いきいきプラン」　１次計画の評価実施

「第２次健康日本２１　こまき計画　健康こまきいきいきプラン」策定

26年度

①園児対象う蝕対策普及啓発活動
事業の推進：関係機関及び近隣大
学と連携し、園児を対象とした普及
啓発を実施。
②保育士対象普及啓発活動の実
施:
市内保育園・幼稚園の保育士を対
象にフッ化物洗口をはじめとしたう蝕
予防に関する研修会を開催。
③小学校でのフッ化物洗口事業の
推進に向けた働きかけ：保健主事・
養護教諭等学校関係者を対象に研
修会を開催し意識の向上を図った。
④「糖尿病連携手帳」を活用した歯
周病予防の取り組み：市内各医療
機関に対し、糖尿病連携手帳を配
布。
⑤職域対象歯周疾患対策普及啓
発活動の実施：商工会議所主催の
健康診断を活用し、意識調査及び
歯間部清掃具の普及啓発実施。
（H24～）
⑥歯科医療関係者への意識調査実
施：歯科関係者を対象に実施される
健康診断を活用し、歯科を受診する
糖尿病患者の実態調査を実施。
⑦市民病院と連携した歯周疾患対
策の実施：内科及び健診センターに
歯周病予防に関するチラシを設置。

①ホームページの活用
喫煙・飲酒・受動喫煙が健康に及ぼ
す影響についてホームページにて
情報の提供。
②タバコアルコールについての
認知度が低い項目へのチラシの
検討
　　　平成21年度にアンケートを実
施し、22年に作成したタバコアル
コールのチラシを乳がん健診、子宮
がん検診、親子健康手帳配布時に
配布している。作成から5年がたつ
ため、見直し再検討していく。
③禁煙・分煙マップの作成
副流煙による健康被害を避けるた
め、禁煙状況をのせたマップを作成
中。

①うつ自殺予防啓発人材育成
：保健連絡員対象「うつ・自殺対策
ゲートキーパー養成講座」を2日間
同一内容で実施。講師：24年と同じ
(基金)
職員対象「うつ・自殺対策ゲート
キーパー養成講座・苦手な人とも上
手に付き合うコツ 」　講師：岩月律
子カウンセラー(基金)
②うつ・自殺予防啓発
：睡眠に関するしおり（カード）作成し
薬剤師会を通じ患者さんへ配布予
定（基金）
（基金）：内閣府　自殺対策緊急強
化基金

①『望ましい体格を知るためのリー
フレット』の配布と評価：小学５年年
に対し、身体測定時など体格に関
心がでる時期に合わせて配布。
②２０～４０歳代の朝食欠食をなく
す意識向上のための啓発活動：朝
食啓発、肥満予防パンフレットを男
女別のアプローチ内容で作成。２７
年度市内事業所等に向けての配布
啓発を行いたく、配布先の検討。
③高齢者の低栄養予防の意識向
上のための啓発活動：医師会、歯科
医師会、薬剤師会を通じ、対象者、
その家族に対して配布。
④食の環境整備を検討：会社の
食堂、一般飲食店等でのヘルシー
メニュー提供の検討。

①ウォーキングの普及啓発
医療機関にて運動の必要な方に
ウォーキングマップを配布。
親子が利用する児童館にてウォー
キングマップの配布。
②青年期・壮年期へのアプロー
チについて
子育て世代の親へアプローチをす
る方法を検討。
（意識的に身体を動かすことの必要
性を、標語やポスターで示すのはど
うか。Ｈ２７年度に作成する）
③ラジオ体操を覚える機会をつ
くる
ラジオ体操を定着させるための検
討
（ラジオ体操について情報発信す
る、講習会を実施する等）


